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安全で生産性の高いクリーンな現場を実現する
ソリューションパートナー

価値創造プロセス
コマツの事業は社内外のさまざまな資本に支えられて成り立っています。これらの資本を事業に投入し、価値を最大化させながら社会課題の解決

と収益向上の好循環を生み出し、持続的な成長を目指します。

財務

■ 成長性
売上高成長率 +0.7%

■ 収益性
営業利益率 13.7%

フリー・キャッシュ・フロー
（M&A関連の支出を除く） 2,632億円

■ 効率性
ROE 11.3%

■ リテールファイナンス事業
ROA 2.4%

ネットD/Eレシオ 4.45

■ 株主還元
連結配当性向 45.9%

自己株式取得 1,000億円

■ 財務資本
株主資本： 3兆5,108億円
有利子負債： 1兆3,410億円

■ 人的資本
連結社員数： 67,279人
うち日本以外で働く社員比率： 70.0%

1人当たり教育投資額： 145,000円／年

■ 知的資本
開発拠点： 開発機能を持つ生産拠点9拠点
研究開発投資： 1,212億円

（売上高比率2.9%）

情報の活用： Komtrax*登録台数約84万台
* 機械稼働管理システム （2026年6月30日現在）

■ 製造資本
生産拠点： 69拠点
設備投資： 1,477億円

（レンタル資産投資は含まず）

■ 社会関係資本
10年配車台数*1： 約57万台
販売・サービス代理店*2： 152カ国207拠点
協力企業（サプライヤー）： 約2,700社
*1  過去10年間の建設・鉱山機械の販売台数の累計で、
お客さまの現場で稼働する台数の目安

*2  建設機械・車両事業

■ 自然資本
エネルギーの使用： 4.1 PJ*

水の使用： 2,762 千㎥
*  電力のエネルギー使用量を省エネ法の一次エネルギー
換算値から消費エネルギー量に基づく換算値に変更

非財務

■ 社会課題解決

社会課題解決KPI 目標に対し順調に進捗

環境負荷低減

生産によるCO2削減率
（2010 年比） ▲48%

製品稼働時のCO2削減率
（2010 年比） ▲23%

再生可能エネルギー使用比率  36%

注記のあるもの以外は連結ベース、かつ2025年度実績（もしくは2026年3月31日現在）

インプット アウトカムアウトプットビジネスモデル

社員

●  労働安全衛生、ウェルビーイング
●  人材獲得、能力開発と職場定着
●  公正な労働慣行
●  ダイバーシティ&インクルージョン
（D&I）

環境

●  気候変動対策
●  資源循環
●  ネイチャーポジティブ
●  事業を通じた森林保全への貢献

顧客

●  現場の最適化による顧客価値創造
●  製品の安全・品質
●  バリューチェーンの継続性
●  AI活用とDX推進
●  競争力の源泉・収益力確保のための
事業戦略

倫理・統治

●  プライバシーとデータ保護、 
サイバーセキュリティ

●  事業の変化に合わせたガバナンス
●  コンプライアンス

地域社会

●  地域社会への貢献

人権

●  人権の尊重

経営目標

DXの推進（開発DX、生産DX、サービスDX）、AIの活用

創業の精神 コマツウェイ コマツの行動基準

サステナビリティ基本方針

M&A、オープンイノベーション マザー工場制、総合的品質管理 プロダクトサポート体制

価値創造を支える基盤

顧客課題への
ソリューション提供

ソリューションと
つながる製品づくり

ライフサイクルでの
顧客サポート

顧客現場を最適化する
ソリューション開発 安全性・生産性の向上 顧客との共創による

ソリューション進化

環境負荷の低減 商品のフルラインアップ Komtraxを中心とした
ライフサイクルサポート

市場ニーズに応じた
商品企画・開発

キーコンポーネントの
自社開発・生産 アフターマーケット強化

ソフトウエア、環境技術
自動化、遠隔操作化技術

クロスソース、マルチソース体制
技能伝承

開発リードタイム短縮／生産改革／AIによる予知保全

補給部品の供給システム
号機管理プラットフォーム

スマートコンストラクション®
フリートマネジメントシステム
森林管理ソリューション

ICT建機
無人ダンプトラック運行システム（AHS）
人・障害物検知衝突軽減システム

パートナーシッププログラム
スマートコンストラクション®コンサルタント

次世代動力源（バッテリー・水素など）
パワーアグノスティックダンプトラック開発
ハイブリッド、ディーゼルエレクトリックの適用拡大

多様な顧客ニーズへの対応
最適な商品組み合わせの提案

定期メンテナンス
延長保証契約の拡大
最適なオーバーホール時期の提案

2ラインモデル戦略
各地域開発センタ

技術革新の織り込み
リマン技術の向上

リマン・リビルド事業の拡大
部品・アタッチメントの拡販

価値創造ストーリー

サステナビリティ基本方針P.46
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